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われる

水 素 急 冷 法:金 属中に高濃度に溶解 した水素を得るために使われる。

試料の通電加熱時に発生した熱は大部分が輻射熱として放散するのでデュワーびんの銀メッキをや

めて外部に逃げるようにした場合も試みた。実際加熱時の蒸発量は減少するがそれ以外の時(測 定時

及び放置時)の 液体He蒸 発量が増加するデュワーびんの真空度も早 く悪'くなる。それ故一般的には`

銀メッキする方が経済的である。

一 編 集 後 記'

本 年4月 に西独 の シェー ル大統領 が国賓 と して来 日され、 それ を機会 にア レキサ ンダー ・

フ ォ ン ・フ ンボル ト財団 主催 の フ ンボル ト留 学 生学術 交流 会 が京都 国 際会議 場 で3日 間盛 大

に行 なわ れた。第 二 次大 戦後 この財 団 が再興 され て か ら25年 間 に、約1000名 もの 日本 人

が西独 で1～2年 間 の研 究生 活 を送 った こ とにな り、会場 には 多 くの阪大 関係 者の顔 も見 ら

れた。 ちなみ に、10名 程 の本編 集委 員 の中 で2名 が元留 学生 で あっ た。

一 国 の宰相 が国 賓 と しての訪 問先 国 での 多忙 な 日程 の 中で
、 この よ うな会 議 に出席 し、 レ

セ プ シ ョン を主催 され た ことは異例 の こζで あ り、 大統領 ⑳格 調 の高 い演 説 と相 まって、 西

独 の国 をあげ ての国際 交流 文教 政策 の深 さ をつ くづ く感 じた もの で あ る。

日本 も今 か らで も遅 くな い。 世界各 国 か らもっ と多 くの研究 者 を受 け入 れ、 きめ こ まか い

世話 と、 自由 な研 究 活動 を保 障 す る こ とが、 ひい ては 日本 の 正 しい理解 に確 実 につ なが る こ

とで あろ う。

(祖練道 夫 記)
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表紙:弾 的相転移による物欄 御
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